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研究成果の概要（和文）：本研究では「健康」と「住民参加」をキーワードとして社会基盤再構築のための地域システ
ムを再構築するための方法論について検討した。また、研究成果を踏まえて住民のエンパワーメントを目的とした事業
策定・実行・評価のためのマニュアル作成を試みた。軽度要介護高齢者の介護ニーズや発生には単に傷病だけでなく、
社会的役割や経済状況、就業といった社会経済的要因も強く関連していた。したがって、そのマネジメントに際しては
、単に介護サービスを提供するのではなく、より積極的に健常高齢者・軽度要介護高齢者に対して社会的役割を付与す
るようなプログラムを準備することが必要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：In this research we have tried to construct the methodology of community 
reorganization based on "health" and "citizen's participation" as the keywords. According to the research 
outcomes, we have tried to formulate the manual of community reorganization under the key concept of 
community empowerment. The health status and socio-economic factors such as social role, economic 
condition and working status were strongly associated with care needs among the slightly frail aged 
citizen. Our results have suggested that the slightly frail elderly requires health and ADL care as well 
as social programs which facilitate their social role in the community. These factors must be considered 
for the care management of the frail elderly.

研究分野：公衆衛生学

キーワード： 高齢社会　住民参加　介護予防　地域包括ケア
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

虚弱高齢者の持つ支援ニーズは医療、介護、

生活など多様であり、しかもそれらの要因は

相互に関連している。したがって、虚弱高齢

者が地域でできる限り自立し、そして尊厳あ

る生活を送ることが可能になるためには、総

合的な視点からのケアマネジメントとそれ

に対応した地域システムが必要となる。アメ

リカではケアマネジメントのための標準的

アセスメント手法として MDSが開発され、

それがメディケア制度下でナーシングホー

ムに入所する際の評価に用いられている。我

が国でも、介護保険制度においてケアマネジ

メントの仕組みが導入されたが、アセスメン

ト手法の標準化を行わなかったために、諸団

体により種々の手法が独自に開発され、それ

らが相互の関連なく使われることとなった。

その結果、ケアマネジメントのデータベース

化ができず、ケアマネジメントの質評価が困

難な状況となっている。限られた資源で質の

高い地域包括ケアを行っていくためには、ア

セスメント手法をできる限り標準化して、そ

れをデータベース化し、継続的にケアマネジ

メントの質を評価・改善していくことが必要

であると認識されるようになった。 

 

２．研究の目的 

 我々は以上の問題意識から、既存のアセス

メント手法のレビュー結果に基づいて、共通

部分をコア項目とした総合的なアセスメン

トシート（生活総合支援調査票）を開発した

（平成 23年度老人保健事業）。このシステム

は MS-ACCESS 上に構築されているが、ソ

ースをオープンにすることで他のシステム

と連結を可能にしている。このプログラムに

ついては、すでに全国の自治体に CDで配布

されており、各自治体の地域包括支援センタ

ーで使用が可能な状況となっている。 

虚弱高齢者の持つ医療ニーズが多様化して

いる現状は、医療と介護とを総合的に評価す

る仕組みを必要とする。そこで本研究では、

特に軽度要介護高齢者に焦点をあて、地域包

括ケアに対応した標準的なケアマネジメン

ト手法を確立するための基盤づくりを行う

ことを目的とするものである。 

 

３．研究の方法 

（１）軽度要介護状態に関連する要因の分析 

軽度要介護高齢者の要介護状態の悪化や

サービス需要は、当該高齢者の持つ種々の要

因（身体的、心理的、社会経済的要因）に依

存する。そこで本研究では我々が開発してき

た医療介護総合分析システム（医科レセプト、

介護レセプトを総合的に分析するシステム）

に日常生活ニーズ調査のデータを取りこん

で、軽度要介護状態に関連する要因の分析を

行った。 

（２）福岡県内の一自治体における農業を活

用した健康づくりプロジェクトのモデルづ

くりに関する研究（農業×健康プロジェク

ト） 

活力ある超高齢社会を実現するためには、

高齢者の社会的役割を地域において意識的

に作っていく必要がある。そこで、福岡県の

一自治体において農業と健康を結びつけた

健康づくりプロジェクトを平成 26 年度研究

で試行的に行った 

（３）要介護認定に関するモデル事例集の作

成に関する研究 

適切なケアマネジメントが行われるため

には、要介護認定が適切に行われる必要があ

る。そこで当該自治体の過去の要介護認定調

査票と主治医意見書をレビューし、それをも

とにモデル介護認定審査会（医師、看護師、

OT で構成）を行いモデル判定事例集の作成を

行った。 

 

なお、研究に当たっては産業医科大学倫理

委員会の承認、及び当該自治体の議会の個人

情報保護委員会あるいは関係部署の了承を



得た。 

 

４．研究成果 

（１）軽度要介護状態に関連する要因の分析 

医療費・介護給付費の多寡には高齢者の社

会経済的条件が強く関連していた。低所得者

層、社会的役割が低い群、閉じこもりのリス

クが高い群、非就業群で、主観的健康観が悪

く、また医療費や介護給付費が高くなってい

た。 

また、介護予防に資する目的で導入された

基本チェックリストの項目が、主観的健康観

及び医療費・介護給付費のいずれにも有意に

関連しており、このツールがスクリーニング

のために有用であることも示唆された。 

 

（２）福岡県内の一自治体における農業を活

用した健康づくりプロジェクトのモデルづ

くりに関する研究（農業×健康プロジェク

ト） 

福岡県の地場産業である酒造りを活用し

たとした「働くこと」を通じた高齢者の健康

づくりの可能性についてモデル事業を通じ

て検討した。参加者及び関係者の評価はおお

むね高いものであったが、継続性のある事業

として確立するためには、事業としての収益

性の確保など解決すべき課題が多いことも

明らかとなった。 

（３）要介護認定に関するモデル事例集の作

成に関する研究 

 福岡県内の一自治体における要介護認定

の事例をレビューし、モデル事例集を作成し

た。 

介護保険制度発足初期は脳血管障害、筋呼

格系疾患、認知症が主たる原因疾患であった

が、制度の成熟化を背景に、がんや神経難病

など原因傷病が多様化していた。これに対応

して適切な要介護認定を行うためには、主治

医意見書における記載の充実が必要である

と考えられた。 

 要支援 2と要介護１の判別に関しては、状

態の安定性及び認知症の状況が重要となる

が、前者については特に悪性腫瘍と神経難病

において、そして後者については周辺症状に

関する記載が、認定調査票の特記事項及び主

治医意見書でも不十分なものが少なくなか

った。マニュアルの見直しが必要であると考

えられた。 

 

以上の分析の結果、軽度要介護高齢者の状

態像の悪化や介護ニーズには高齢者の社会

経済的条件が強く関連していることが確認

された。特に社会的役割の低い高齢者で医療

費や介護給付費が高くなっている点が明ら

かとなった。 

本研究結果も含めて社会経済的な状況

（socio-economic status: SES）が健康状態

に関連していることは、これまでの社会疫学

的研究によってすでに確立された事実

（Solid fact）になっている。課題はこうし

た Solid fact を実際の地域公衆衛生活動に

どのように展開していくかである。就業して

いる群、社会的役割の高い群で主観的健康観

が高く、また医療費・介護給付費が低いこと

を考えれば、高齢者（特に前期高齢者）にお

ける就業をいかに促進するかが一つの重要

な社会政策であることが示唆される。 

上記の分析結果を踏まえると軽度要介護

高齢者のケアマネジメントおよびその発生

予防には、各地域で単に健康づくりを目的と

するだけでなく社会参加具体的には就業を

可能にするような取り組みが必要であると

考えられる。すでに我が国には鹿児島県の

「やねだん」や徳島県の「いろどり」などの

先進事例がある。これらの事業は農業を活用

しているが、本研究ではそれらを参考に酒造

りを活用したモデル事業を行った。このプロ

グラムについて福岡県内のいくつかの企業

健保の関係者に紹介したところ、特定保健指

導事業の委託先として検討してみてもよい



という好意的な意見をいくつか得たが、その

受け入れ先をどのように具体化するかにつ

いては、現在のところ未定であり、今後の検

討課題である。例えば、福岡県内の労働衛生

機関がこうした事業を受託し、嘉麻市農協と

共同でプログラム化することの可能性につ

いて今後検討が必要であると思われる。 

今後、研究成果を踏まえた関係者との協議

を踏まえて、こうした試みをいかに事業ベー

スにのせ、「活力ある高齢社会」実現のため

の社会システムとして確立できるかがポイ

ントとなると考えられた。 

 

 また、このような広い視点からのケアマネ

ジメントが可能になるためには、要介護認定

における介護認定審査の過程そのものが、多

職種の視点から総合的かつ整合性を持って

行われる必要性がある。特に介護保険制度の

成熟化に伴って、要介護状態の原因となる傷

病が多様化していることから、医療面からの

配慮を必要とする事例が増加していること

が確認された。今後傷病と介護ニーズとの関

連についてより適正な評価を支援するため

の事例集の作成が必要であると考えられる。 

 また、今回の事例集作成にあたって、多く

の主治医意見書を分析したが、記載内容が不

十分なものが多く、改めてその記載内容充実

のための研修が必要であることが示唆され

た。加えて、分析のためには主治医意見書も

電子化されたデータとして活用できること

が望ましい。この点についても今後の検討課

題であると考えられた。 
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